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堺正一教授のご退職にあたり
社会福祉学科主任教授清水海山
　本学社会福祉学部社会福祉学科教授・堺正一先生は，学園の規定により平成26年3月末日を
もって満70歳の定年退職を迎えることとなった。ここに一文を草し，堺先生に贈る言葉とした
い。
　堺先生は，昭和18年9月生まれ。埼玉県川越市で高校時代を過ごしたのち，昭和41年3月に
早稲田大学第一法学部を卒業し，日本勧業銀行に就職され金融畑のサラリーマン生活をおくら
れた。しかし，故あって昭和44年4月に早稲田大学教育学部英語英米文学科に編入学，昭和46
年3月に同学科を卒業されてからは，一貫して教育畑にて生徒の教育・指導に尽力されてこら
れた。すなわち，埼玉県立川越農業高等学校・所沢北高等学校・狭山高等学校の教諭を経て，
昭和59年4月埼玉県立狭山養護学校教諭に就任。これ以降は障がい児教育に遙進される。県教
育委員会指導部特殊教育面管理主事を経て，日高養護学校教頭・蓮田養護学校教頭・県立盲学
校校長・東松山養護学校校長・日高養護学校校長を歴任されている。本学社会福祉学部とのご
縁は，県立高校退職後の平成17年4月に社会福祉学科に特別支援学校教諭養成の中核的教員と
して着任いただいたことによる。当初は助教授（准教授）として，のち教授として今日まで9ヶ
年にわたって本学科の特別支援学校教諭養成にご尽力をいただいている。
　このように先生のご専門は特別支援教育であり，その成果は「平成15年度埼玉県教育功労者
表彰」を受賞していることからも十分に理解できよう。また，先生は障がい児教育の一方で長
く社団法人温故学会に席を置き，また平成18年度以降は平成の塙保己一プロジェクト有識者会
議での議長を初めとして，埼玉県続航己一賞選考委員会委員・総検校塙保己一先生遺徳顕彰会
特別委員を務めるなど，応保己一の研究者として名をなしている。その業績は，『奇跡の人・
塙保己一一ヘレン・ケラーが心の支えとした日本人一』・『今に生きる品詞己一一盲目の大
学者に学ぶ一』・『広壮己一とともに一ヘレン・ケラーと塙保磁一一』・『埼玉の三偉人に学ぶ』・
『素顔の塙保己一一盲目の学者を支えた女性たち一』・『続塙保己一とともに一いまに“生きる”
盲偉人のあゆみ一』等によって明らかである。なお，これらの成果に対し，先生は平成21年
度に立正大学より研究成果の社会的還元によって本学の社会的評価を高めることに貢献した教
員に贈られる薙奥褒賞を受賞されている。
　さて，本学科における先生の活動に関しては，特別支援学校で活躍する卒業生およびそれを
目指す在校生に慕われていることから十分に評価できよう。毎年多くの学生が埼玉県を中心と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひとえした関東圏の特別支援学校の教員として輩出されるのは，偏に先生の教育はもちろん学生指導
の賜物である。このことは卒業生がもっとも理解しており，彼らが先生を中心とした「立正大
学特別支援教育教師の会」（「Bellの会」）を設立し，活発に活動をしていることは周知の通り
である。また，在学生堺ゼミによる文化祭での劇の上演も定例化しており，特別支援教育を志
す学生が生き生きと演じている様子からも，先生の学生指導の成果が見てとれるのであり，堺
研究室において先生が日々学生指導に適進している様子は，多くの同僚教員が目にするところ
である。
　先生には大学・学部・学科の運営に関しても，主として教職および特別支援学校教諭養成の
立場から大きな役割を担っていただいた。特に先生にご就任いただいた平成17年度の年度末，
文部科学省は学校教育法施行規則の一部改正を行い，そして翌年度の6月には学校教育法等の
一部を改正する法律が国会において成立し，それまでの特殊教育に代わって特別支援教育が実
施されることとなった。これらの動向は当然養成課程の対応を迫る問題であった。この時期に
就任された先生は，本学科の養成課程の中核教員として，その対応の中核を担われ現在の本学
科の養成課程の姿を実現することにご尽力をいただいたのである。
　さて，「人生五十年」が遠い過去のものとなり，人生80歳時代から最近では人生90年時代に
入り，さらには100歳以上の方々が55，000人に迫ろうとしている。このような時に満70歳の定
年は「古来稀なり」とされるほどには稀ではなく，まだまだその活躍が望まれる年齢である。
しかし，本学園の規程により，堺先生が社会福祉学部専任教員の職を解かれるため，やむなく
このような一文を草することとなった。先生にはこの後も非常勤講師としてしばらくお付き合
いいただけることとなっており，嬉しい限りである。今後ますますご壮健にて，本学科の学生
教育にご助力いただくとともに，塙保己一をはじめとする障がい者にかかわる研究活動を継続
されることを願って，拙い文章を閉じたい。
　堺正一先生，立正大学社会福祉学部社会福祉学科での9年にわたるお付き合い，本当にあり
がとうございました。併せて，今後ともご指導ご協力のほど，よろしくお願い申し上げます。
